
第 12回理事会 議事録 

支部理事会議報告 令和 8 年 2 月 18 日（水） 

13 時 30 分～14 時 30 分 

会場：大宮ソニックシティ 

市民ホール 403・404  

支部長 山口恵美子 〇 副支部長 原島 好朗 ○ 中嶋 禎 △ 吉澤 澄子 〇      

総 町田 典昭 〇 原口 浩二 〇 大野 隆宣 〇 小澤 由実 〇   

経 武智 正和 ● 和泉 紀子 〇       

事 柴田 惠美 ○ 伊佐 由美子 〇 五月女むつみ 〇 福澤 剛志 〇   

厚 木本 潤 〇 根津 盛紀 〇 井上 聖彦 ● 前田 三香 〇   

広 嶋村 正雄 〇 細沼 朱美 ○ 富安 友紀子 〇 服部 明美 〇   

業 齋藤 竜造 〇 渡部 光広 ○ 恩田 淳子 ● 望月 厚子 〇   

監事 荒川 大輔 〇 渡辺 佳哉 〇   

顧問 石倉 正仁 公 鈴木 正剛 〇 水出 祐子 〇   

協議事項 〔次第参照〕               出席○ 欠席× 遅刻△ 委任● 

1. 令和 8 年 1 月 事業報告（総務部）新春講演会・賀詞交歓会 

2. 大宮地区労働基準協会からのお願いについて 

3. その他 

報告事項等概要 

1. 冒頭挨拶 

山口支部長より、新春講演会・賀詞交歓会を無事終えられたことに対して理事への感謝の言葉が述べら

れた。また、衆議院議員選挙の街頭演説の立ち合い協力への御礼も述べられた。本日の渡辺監事の外国

人雇用研修を楽しみにしていると期待の言葉があった。 

 

2. 県会報告等 

(1) 広報委員会より、社労士会の PR としてこれまで NACK5 で CM を流していたが、費用対効果を考え、

中小事業主に直接 PR するため商工会や商工会議所の広報誌にチラシ同封のお願いをすることにしたと

報告があった。桶川市商工会は同封済、鴻巣市商工会、伊奈町商工会、さいたま商工会議所には今後、同

封していただくことが決定しているので、営業活動に利用してくださいとの話があった。 

(2) 鈴木顧問より、働き方改革推進支援センター事業について、来年度も引き続き連合会が受託したので、専

門家登録の要請があったらご協力をお願いしますとの話があった。 

(3) 荒川顧問より、全政連が X を始めたので、フォロー協力の案内があった。 

(4) 水出顧問より、政治連盟主催の研修の案内があった。3 月 17 日（火）17 時から、子ども・子育て支援法

関連の内容で、講師には子ども家庭庁の方をお迎えし、ハイブリッド形式で行うとのこと。 

 

3.  定期発送の確認 

(1) 該当の各部より、3 月の定期発送に同封する文書の説明があった。 

(2) 山口支部長より、大宮支部選出代議員募集のお知らせについての話があった。 

 

4. 連絡・報告・確認事項 

(1) 嶋村広報部長より、県会主催の催しについて報告があった。ハイキングは大宮支部から 10 人参加、ボウ

リング大会の集合方法についてはバスを検討中で、2 月 14 日の厚生委員会で決定するので後日報告する

とのこと。 

(2) 町田総務部長より、5 月 8 日の通常総会までのスケジュール説明があった。2 月 25 日までに各部事業報

告・事業計画案を町田総務部長まで、予算案は武智経理部長まで送ってくださいとの案内があった。 

(3) 鈴木顧問より、特定フリーランス新法に鑑み、来年度から相談員やアドバイザー派遣の報酬振込に関して、

振込手数料は埼玉会払いになる旨説明があった。連合会に埼玉会から支払う会費の値上げの検討が行われ

ている（一人当たり月額 300 円）との報告があった。 

(4) 水出顧問より、全政連の幹事長として、衆議院議員選挙の街頭演説の立ち合い協力への御礼が述べられた。 

 

 

 

協議・審議事項概要 



審議事項 

審議事項はなかった。 

 

協議事項 

1. 事業報告（総務部）令和 8 年 1 月新春講演会・賀詞交歓会 

町田総務部長より、事業報告書に沿って、事業の名称、実施日時、参加人数、事業の成果と課題、決算額等

について説明があった。鈴木顧問より、二次会のしつらえについて、今回は来賓別会場、理事のみの開催だ

ったが、次回からは一般会員を含めての開催にしてはどうかと意見が述べられた。理事より、石倉顧問の講

演は聴き応えがあった、若手社労士のトークセッションも新鮮で良かったとの感想が述べられた。荒川監事

より、参加費の見直しについて検討してはどうかとの意見が述べられた。その他の意見等は出なかったため、

本事業報告は承認された。 

 

2. 大宮地区労働基準協会からのお願いについて 

山口支部長より、大宮地区労働基準協会加入のおすすめのチラシに沿って、講習会やイベントの案内等につ

いて説明があった。原島副支部長より、会費は年間 5000 円であり、ぜひ加入していただきたいとの案内が

あった。鈴木顧問からも同じく加入を勧める旨話があった。 

 

3. その他 

  その他はなかった。 

 

報告書確認者 

 

報告書作成人 

総務部 小澤由実 

 


